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＜連絡事項＞

・特記なし
＜患者様連絡事項＞
・飯田　修子様～ロナセンテープ40㎎　　　　14枚（1日1回2枚貼付）　　　
　　　　　　　　ＦＫ配合散　1・３g/包　　　10回分処方となっています。
＜要注目患者様＞
・飯田　修子様～些細な事でスタッフへの話し掛け多いが、高揚感や易怒性なく、
　　　　　　　　日課の遅れもありません。他者とも適度に交流みられています。
今朝6時前に電話要求してくるが説明に納得できています。
・井上　和美様～依然として、レストイランでの配膳や入浴時の介入・介助要す状況が続いています。奇異な言動や易怒性はみられません。
　　　　　　　　本日1時前にトイレ覚醒してから不眠で経過しています。
＜金Dr診察情報＞
・井上　和美様～体調については「起きていても金縛りにあっている様な状態だ。神経がおかしくなった。」と話され、自分が書いたメモ（スタッフに感謝する内容）を見せています。以前、詰まった事があるので、主治医より「夜オヤツを食べるのはやめましょう。」と説明受けると「頬の表情筋がおかしくなってきた。」と頬を擦っている。主治医より約束事として、しっかり眠る事と夜の間食はやめる事の説明を受け了解されている。臨時薬は、同内容で7日分処方となっています。
・角　穂並様～自宅での外泊訓練から戻られている。外泊の様子について問われると「楽しかったです。疲れませんでした。ＴＶ観たりとか…」と答える。入浴については「1時間位入ってました。」との事。主治医より、日中過ごす施設が決まったら自宅退院を進めていく事の説明を受け、笑顔みられている。臨時薬は、同内容で7日分処方となる。
・角濱　義弘様～体調については「先週と、あまり変わりません。眠気は取れてきましたけど、ベットに就いている時間は変わりません。癖になってしまっていて…すぐ疲れてしまって、起きたい気持ちはあるんですけど、身体が追い着きません。作業にも一応行くんですけど、途中で戻ってきたりしてます。」と話される。臨時薬は、同内容で7日分処方となる
・坂本　福子様～弟に猫の面倒を見てもらっているので、年金が入った時に2万円払う事になりました。鰹節を食べさせているそうです。」と話される。「病棟では、特に問題なく過ごさせて頂いています。」とも話される。頓服の眠剤を服用する頻度が増えている事について「日中、眠ってしまって…夜眠れないので、頓服貰って飲んでました。もう、癖になってしまいました。」と話されている。主治医より、日中眠ってしまわない様に説明を受けている。臨時薬は、同内容で7日分処方となる。
・小笠原　文人様～体調については「まあまあです。」と、涎については「出なくなりました。良くなってきました。」と答えている。
・十日市　利喜様～体調については、午前中と同様に腰痛を訴える。更衣も大変との事。臨時薬としてロキソプロフェンＮａ（60）2Ｔ、レバミピド（100）2Ｔ　2×朝・夕　本日夕より7日分処方となる
・沼山　真紀子様～作業所での体験利用について「結構、慣れてきました。Ｂ型の訓練作業でパソコンをやっています。エクセルの問題をやっています。明日も行く予定です。」と表情良く話される。本人様より「退院したら、ここに2週間に1回、3ヶ月位通院したいです。」との希望あり。主治医より訪看の指示受ける。臨時薬は、同内容で7日分処方となる。
